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はじめに 

 

平成23年3月11日に発生した東北地方太平洋沖地震に伴う

東京電力福島第一原子力発電所事故（以下，福島原発事故）によ

り大量の放射性物質が環境中に放出され，環境や食品の放射能汚

染が危惧された．このような事態を受けて厚生労働省は，食品及

び飲料水中の放射能濃度の暫定規制値を設定した 1）．さらに平成

24年4月1日からはより一層の安全性を確保するために新たな

規格基準値を設定した 2）． 

 当所では平成元年から輸入食品を中心に埼玉県内に流通する

食品の放射能調査を行ってきたが，福島原発事故以降は国内産食

品についても調査を拡充して実施している．今年度は，自然食ブ

ーム 3)によって近年よく食されるようになったあわ，きび，赤米

玄米などの雑穀 4）について，過去のデータが少ないことや玄米

は精米に比べて放射能濃度が高い 5)ことなどから，その安全性の

確認と汚染状況の把握をするために放射能調査を行ったのでそ

の結果を報告する． 

 

試料及び方法 

 

１ 試料 

 平成29年4月～6月に埼玉県内に流通している国産の雑穀30

検体を購入し，測定試料とした．原料産地等は表1に示した． 

２ 測定方法 

試料の調製及び測定は，厚生労働省通知 6）及び文部科学省のマ

ニュアル等 7,8）に準じて行った．試料はそのままU-8容器に充填

した．対象核種は放射性Cs（Cs-134及びCs-137）とした．放射

性Csの同定と定量は，キャンベラ社製のゲルマニウム半導体検

出器（GC2018）を用いたガンマ線スペクトロメトリー法によって

行い．測定時間は22時間（79200秒）とした． 

 

結果及び考察 

 

各試料の検査結果を表１に示した．Cs-134は，30検体全て不

検出であった（検出限界値：0.78～1.4Bq/kg）．Cs-137において

は，30検体中 2検体から検出され，その濃度はそれぞれ黒米玄

米（埼玉県産）が0.86Bq/kg，青大豆（山形県産）が0.95Bq/kg

であった．今回調査で用いた雑穀は，厚生労働省通知における食

品区分の「一般食品」に分類され，2検体から検出されたCs-137

はいずれも規格基準値（放射性Cs濃度として100Bq/kg）の1/100

以下であった． 

今回検出された黒米玄米（埼玉県産）と青大豆（山形県産）の

Cs-134濃度を検出限界値と仮定して，測定で得られたCs-137の

濃度と平成28年国民健康・栄養調査 9）（摂取量：米 307.3ｇ/日，

大豆（全粒）・加工品 1.5ｇ/日）及び換算係数 10）（Cs-134：1.9

×10-5mSv/Bq，Cs-137：1.3×10-5mSv/Bq）を用いて，1年間（365

日）摂取した場合の成人における放射性Csの預託実効線量を計

算すると，それぞれ黒米玄米（埼玉県産）が約3.3μSv（Cs-134：

2.0μSv，Cs-137：1.3μSv），青大豆（山形県産）が約0.019μSv

（Cs-134：0.012μSv，Cs-137：0.0068μSv）と推定された．こ

れらの推定値は，一般公衆の被ばく線量限度1ｍSvの0.5％以下

であった． 

 

まとめ 

 

県内に流通する国産雑穀30検体について放射能調査を行った．

Cs-134は全て不検出であり，Cs-137は2検体から検出されたが

いずれも規格基準値の 1/100 以下であった．今回調査した範囲

においては，雑穀の食品の摂取に伴う放射性Csの影響は非常に

小さいものと考えられた．しかし，Cs-137の半減期は約30.2年

と長く，福島原発事故による放射能汚染の影響は長期にわたるも

のと懸念される．そのため，今後も県内流通国内産食品について

継続的な調査を行い，汚染状況の把握及び安全性を評価していく

必要性があると考えられる． 
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試料名 原料産地
Cs-134
（Bq/kg)

Cs-137
（Bq/kg)

試料名 原料産地
Cs-134
（Bq/kg)

Cs-137
（Bq/kg)

もちきび 北海道 < 0.86 < 0.78 黒米玄米 岩手県 < 0.89 < 0.72

もちきび 青森県 < 1.0 < 0.77 黒米玄米 秋田県 < 0.85 < 0.73

もちきび 岩手県 < 0.85 < 0.70 黒米玄米 埼玉県 < 0.95 0.86

高きび 青森県 < 0.88 < 0.70 青大豆 北海道 < 1.2 < 0.92

高きび 岩手県 < 1.4 < 0.75 青大豆 岩手県 < 1.2 < 0.99

もちあわ 岩手県 < 0.92 < 0.77 青大豆 山形県 < 1.2 0.95

あわ 青森県 < 1.0 < 0.85 青大豆 長野県 < 1.4 < 1.0

はと麦 栃木県 < 0.82 < 0.76 大豆 北海道 < 1.2 < 0.96

はと麦 富山県 < 1.3 < 0.76 小豆 北海道 < 1.1 < 0.77

大麦 岩手県 < 0.78 < 0.68 小豆 岡山県 < 1.1 < 0.84

大麦 群馬県 < 1.0 < 0.71 そばの実 岩手県 < 1.0 < 0.78

大麦玄米 埼玉県 < 0.94 < 0.78 そば粉 北海道 < 0.99 < 0.78

赤米玄米 岩手県 < 0.99 < 0.73 ひえ 岩手県 < 0.91 < 0.74

赤米玄米 埼玉県 < 0.94 < 0.72 ライ麦全粒粉 北海道 < 0.91 < 0.66

赤米玄米 福岡県 < 0.95 < 0.67 アマランサス 岩手県 < 0.90 < 0.71

※　「< ○.○」は検出限界値未満であることを表す（数値は検出限界値）

表１　雑穀のCs-134，Cs-137濃度（Bq/kg）


